
2018

 1月

 2月

January

February1 対 談 沖縄の歴史、文化から見るこれからの沖縄
沖縄総合事務局長 能登靖 × 琉球大学名誉教授 高良倉吉

4 特 　 集 平良港漲水地区複合一貫輸送ターミナル暫定供用

6 仕 事 の 窓 1 商工会との懇談会 〜久米島・読谷・恩納・八重瀬・伊良部〜

7 仕 事 の 窓 2 入札談合の防止に向けて 〜研修会を開催しました〜

8 仕 事 の 窓 3 金融庁業務説明会の開催

8 仕 事 の 窓 4 第55回 法人企業景気予測調査（平成29年10〜12月期調査）

10 仕 事 の 窓 5 金融行政に係る関係機関との連携

11 仕 事 の 窓 6 第6回 ご当地！絶品うまいもん甲子園決勝大会 〜向陽高校が特別賞を受賞 県内限定商品化の予定〜

11 仕 事 の 窓 7 食肉情報出張講座 〜国産食肉の美味しさと安全・安心の確保について考える〜

12 仕 事 の 窓 8 GAPの普及推進に向けた講演会 〜GAPの価値を共有するフードチェーン連携パートナー会を開催〜

12 仕 事 の 窓 9 沖縄における観光農園推進検討会

14 仕事の窓10 農林水産祭むらづくり部門 農林水産大臣賞伝達式 〜博愛の里上野（宮古島市）〜

13 仕事の窓11 「第4回ディスカバー農山漁村（むら）の宝」で糸満市観光まちづくり協議会が優良事例として選定

15 仕事の窓12 「沖縄大交易会2017」併催事業を実施

14 仕事の窓13 『2017日米亜医療機器イノベーションフォーラム沖縄』を開催しました

16 仕事の窓14 新たな自動車検査員誕生 〜11月6〜9日開催の教習結果〜

15 仕事の窓15 公共交通事故被害者等支援フォーラム

16 仕事の窓16 バリアフリー教室in宮古島市

17 仕事の窓17 自動車保有関係手続のワンストップサービス（OSS）運用開始 〜利用者利便の向上を目指して〜

18 内閣府だより 次世代を担う高校生が話し合う！ 〜『「世界津波の日」2017高校生島サミット in 沖縄』〜
あかま副大臣の沖縄訪問／山下政務官の沖縄訪問

19 なかゆくい 訪日外国人旅行者向けマナー動画の作成

21 お 知 ら せ 平成29年度 国有財産一般競争入札（期間入札）のお知らせ

本誌のタイトルについて 群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばるぼし）」のことで
「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。

表
紙
写
真

　首
里
城
公
園
で
は
、
毎
年
元

日
か
ら
３
日
ま
で
公
園
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
「
新
春
の
宴
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
琉
球
王
国
時
代

に
首
里
城
で
執
り
行
わ
れ
た

儀
式
「
朝ち
ょ
う
は
い
お
き
し
き

拝
御
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再
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し
ま
す
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天
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、
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を
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・
平

穏
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す
る
儀
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際
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「
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い
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葉
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「
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で
す
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縄
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寿
ぐ
、

琉
球
王
国
の
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華

1

■ 

つ
く
る
も
の
、
残
す
も
の

能
登

　沖
縄
が
日
本
に
復
帰
し
て
45
年
を

迎
え
ま
し
た
。
政
府
は
5
次
に
わ
た
り
特

別
措
置
法
を
制
定
し
、
沖
縄
振
興
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
5
年
前
に

行
わ
れ
た
法
律
改
正
に
関
わ
り
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
当
時
、
ア
ジ
ア
と
の

交
流
、
大
交
易
時
代
を
も
う
一
度
現
代
に

甦
ら
そ
う
と
い
う
議
論
が
あ
り
、
法
律
の

中
に
国
際
物
流
特
区
の
制
度
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。
あ
と
5
年
で
沖
縄
振
興
も
半

世
紀
を
迎
え
ま
す
が
、
過
去
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
今
後
10
年
、
20
年
先
の
沖
縄
に

つ
い
て
お
話
し
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

高
良

　私
自
身
、
小
さ
な
島
で
生
ま
れ

育
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
復
帰
前
の
離
島

の
生
活
の
大
変
さ
と
い
う
の
は
今
で
も
記

憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
45
年
で
随
分

変
わ
り
ま
し
た
。
か
つ
て
ダ
ム
の
整
備
が

遅
れ
て
い
た
時
代
に
は
、
断
水
に
よ
る
給

水
制
限
が
頻
繁
に
あ
り
、
不
便
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今

は
観
光
が
順
調
で
す
が
、
水
源
確
保
や
道

路
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
ん
だ

こ
と
も
大
き
な
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

能
登

　沖
縄
は
豊
か
な
自
然
や
歴
史
を
有

す
る
地
域
で
す
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め

る
側
と
し
て
は
、
古
く
て
良
い
も
の
を
大

切
に
残
し
な
が
ら
と
い
う
こ
と
を
常
々
感

じ
て
い
ま
す
。

高
良

　亜
熱
帯
の
自
然
環
境
は
デ
リ
ケ
ー

ト
で
す
。
一
切
手
を
付
け
な
い
と
い
う
こ

と
が
で
き
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
県
土
面

積
に
は
限
り
が
あ
り
、
地
域
で
生
活
す
る

人
に
と
っ
て
は
、
利
便
性
の
向
上
や
生
活

基
盤
の
整
備
は
必
要
で
す
。
何
に
手
を
つ

け
て
、
何
を
守
る
の
か
分
け
て
整
理
し
た

上
で
、
い
か
に
環
境
に
負
荷
を
か
け
ず
開

発
し
て
い
く
か
知
恵
を
出
す
こ
と
が
大
事

で
す
。
環
境
保
全
と
経
済
活
動
の
両
立
は

不
可
能
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
の
知
恵
を

皆
で
出
し
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

■ 

沖
縄
の
も
つ

  

多
面
的
な
魅
力
を
人
々
に

能
登

　沖
縄
の
観
光
は
非
常
に
順
調
で
来

訪
者
は
ハ
ワ
イ
を
抜
い
た
と
い
う
数
字
も

あ
り
ま
す
。
沖
縄
の
魅
力
と
し
て
よ
く
あ

げ
ら
れ
る
の
は
、
美
し
い
海
や
自
然
な
ど

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

　沖縄総合事務局では、対談企画として「沖縄の歴史、文化から見るこれから
の沖縄」をテーマに、琉球大学名誉教授の高良倉吉先生と能登靖沖縄総合
事務局長との対談を行いました。高良先生から大交易時代の琉球などに
ついて話を伺いこれからの沖縄についてメッセージをいただきました。

沖
縄
の
歴
史
、
文
化
か
ら
見
る

こ
れ
か
ら
の
沖
縄

対 談

琉球大学名誉教授沖縄総合事務局長

能 高登 良靖 倉吉


